
いちごドリルプリント

中学歴史プリント（基礎確認）
幕末・開国

名前 得点

　／14

問1 ペリー来航の結果、1854年に日本がアメリカと結んだ開国のための条約を何という？

1.  神奈川条約 2.  下田条約 3.  日米和親条約 4.  日露和親条約

問2 四国艦隊下関砲撃事件を引き起こし、幕末に尊王攘夷運動の拠点となっていた藩はどこ？

1.  薩摩藩 2.  長州藩 3.  土佐藩 4.  会津藩

問3 開国直後、当時の日本の貨幣制度の仕組みを悪用され、海外へ大量に流出したものは何という？

1.  紙幣 2.  銀貨 3.  銅銭 4.  金貨

問4 1853年にペリーが浦賀へ来航した際に率いてきた、当時の日本人が驚いた蒸気船などの近代的な軍艦を何という？

1.  黒船 2.  遣唐使船 3.  南蛮船 4.  朱印船

問5 アメリカのペリーが黒船を率いて日本に開国を迫るために浦賀へ来航した年はいつ？

1.  1854 2.  1858 3.  1853 4.  1860

問6 1864年に長州藩による外国船砲撃への報復として、イギリス・フランス・アメリカ・オランダが下関を攻撃するために編成し
た艦隊を何という？

1.  連合艦隊 2.  四国艦隊 3.  北洋艦隊 4.  黒船艦隊

問7 幕末の貿易において、国内外での銀に対する金の価格差を利用して、金が海外へ大量に流出した原因となった要素を何とい
う？

1.  金銀複本位制 2.  金銀交換比率 3.  金本位制 4.  管理通貨制度

問8 1853年に浦賀へ来航し、江戸幕府に対して開国を強く求めたアメリカ東インド艦隊の司令長官は誰？

1.  ハリス 2.  ラクスマン 3.  ペリー 4.  プチャーチン

問9 幕末の貿易開始後、輸出品が大量に外へ出たことや通貨の価値が不安定になったことで、国内の品物が不足し、物価が急騰し
た現象を何という？

1.  買いだめ 2.  品不足 3.  輸出過多 4.  大量生産

問10 坂本龍馬が仲介し、1866年に薩摩藩と長州藩の間で結ばれた軍事同盟を何という？

1.  開国進取 2.  薩長同盟 3.  公武合体 4.  尊王攘夷

問11 19世紀、欧米列強がアジア近海で航行するために不可欠とし、燃料補給地を求めて日本への開国要求を強める要因となった船
舶を何という？

1.  商船 2.  帆船 3.  蒸気船 4.  軍艦

問12 幕末の開国後、日本と外国で金や銀の価値の比率が異なっていたために起こった、金貨が大量に流出した原因を何という？

1.  金銀交換比率 2.  金本位制度 3.  管理通貨制度 4.  銀本位制度

問13 坂本龍馬が長崎で組織した、日本初の商社といわれる組織を何という？

1.  海援隊 2.  奇兵隊 3.  新選組 4.  亀山社中

問14 1861年に始まったアメリカ南北戦争の最中に、奴隷解放宣言を行い、国家の統一を訴えた大統領は誰？

1.  ワシントン 2.  グラント 3.  ジェファーソン 4.  リンカーン
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答え合わせ・解説

問1 答え 3
日米和親条約

この条約によって、日本はアメリカ船に対する薪（たきぎ）や水、食料の補給を認めることとなりました。
また、下田と箱館の二港が開港され、アメリカ領事の駐在も認められました。鎖国体制を根本から覆す歴史
的な転換点です。

問2 答え 2
長州藩

長州藩は幕府の命令に反して、関門海峡を通過する外国船を砲撃しました。これに対し、英・米・仏・蘭の
四国艦隊が報復として下関を攻撃し、長州藩は敗北を喫しました。

問3 答え 4
金貨

当時の日本は金銀比価が金安だったため、外国人商人が銀を持ち込んで日本の金貨と交換し、それを海外で
金と交換して大きな利益を得る「金銀交換比率の差を利用した投機」が横行しました。これにより、国内の
金貨が急速に海外へ流出しました。

問4 答え 1
黒船

1853年、アメリカ東インド艦隊司令長官ペリーは4隻の軍艦を率いて浦賀沖に現れました。船体が黒く塗ら
れていたことから、当時の人々はこれらを黒船と呼びました。圧倒的な軍事力を誇示された幕府は、大きな
衝撃を受けました。

問5 答え 3
1853

1853年、ペリーは蒸気船を含む4隻の軍艦を率いて浦賀に入港しました。当時の江戸庶民は、見たこともな
い巨大な黒船に驚き、パニックに陥ったと言われています。幕府は防衛の術を持たず、大統領の親書を受け
取り、翌年に回答することを約束しました。

問6 答え 2
四国艦隊

1864年、イギリス・フランス・アメリカ・オランダの四カ国は艦隊を編成し、下関を砲撃しました。この
「四国艦隊下関砲撃事件」により、長州藩の砲台は破壊され、多額の賠償金も課せられることになりまし
た。

問7 答え 2
金銀交換比率

当時の日本は「金：銀＝1：5」程度でしたが、欧米では「1：15」程度でした。そのため、外国商人は日本
へ銀を持ち込み、割安な比率で金と交換して持ち出すことで莫大な利益を得ました。この結果、日本の金が
急速に海外へ流出し、幕府の財政は悪化しました。

問8 答え 3
ペリー

アメリカの東インド艦隊司令長官ペリーは、4隻の軍艦（黒船）を率いて浦賀に現れました。圧倒的な軍事
力を背景に、開国と通商を求める大統領の親書を幕府に提出しました。幕府は強硬な態度をとるペリーに対
し、防備を固めることもできず、翌年の再来航を約束して一旦回答を猶予せざるを得ませんでした。

問9 答え 2
品不足

輸出の増加により国内の在庫が減り、供給が不足しました。さらに、金貨の流出や幕府による貨幣改鋳が重
なり、お金の価値が下がって物価が異常なほど高騰しました。庶民にとって不可欠な米の価格も上がり、生
活は困窮を極めました。

問10 答え 2
薩長同盟

坂本龍馬や中岡慎太郎の尽力により、京都で西郷隆盛と木戸孝允が会談し、薩長同盟が成立しました。この
同盟により、両藩は武器や物資の融通を行い、強力な軍事力を保持することになりました。

問11 答え 3
蒸気船

太平洋航路の開拓において、日本はちょうどアメリカとアジアの中継地点に位置していました。列強は航行
距離を延ばすために、日本を燃料補給基地として利用することを強く望みました。そのため、日本に対し開
港を求める圧力が非常に強まりました。

問12 答え 1
金銀交換比率

外国商人は、海外に持ち出すと価値が高くなる日本の金貨を、銀貨と交換して大量に持ち出しました。この
ため、日本の金貨が急速に国外へ流出したのです。

問13 答え 4
亀山社中

坂本龍馬が土佐藩などを脱藩した志士たちと共に、長崎で設立したのが亀山社中です。単なる商社ではな
く、薩長同盟を裏から支えるような兵器の購入や運搬、さらには海運業を担う組織として活動しました。こ
れが、後の海援隊へと発展していくことになります。

問14 答え 4
リンカーン

リンカーンは奴隷制の拡大に反対する立場から大統領に選ばれました。1861年に南北戦争が始まると、彼
は1863年に奴隷解放宣言を出し、戦いの目的を単なる国家統一から人道的な奴隷解放へと広げ、戦局を有
利に導きました。


